
いちごドリルプリント

光・音・力 名前

問1 音を発している物体が、1往復の振動をするのにかかる時間を何と呼びますか。最も適切な用語を選びなさい。 （2026年 秋田県公立入試 類似）

1. 振幅 2. 振動数 3. 波長 4. 周期

問2 音の波形を表示させたところ、時間を示す横軸の1目盛りが0.0004秒を示していた。この波形において、波の山から次の山までの間隔がちょう
ど5目盛り分であったとき、この音の振動数は何ヘルツか求めなさい。 （2026年 栃木県公立入試 類似）

1. 2500ヘルツ 2. 250ヘルツ 3. 500ヘルツ 4. 400ヘルツ

問3 大気圧の性質について説明した文として、最も適切なものはどれか選びなさい。 （2017年 佐賀県公立入試 類似）

1. 大気圧は、その地点より上にある
空気の重さによって生じるため、標
高が高い場所ほど低くなる。

2. 真空の状態とは、大気圧が海面付
近と同じ強さで保たれている空間の
ことである。

3. 大気圧は海面付近よりも、空気の
密度が低くなる山頂付近の方が高い
値を示す。

4. 大気圧は空気の重さによる下向き
の力なので、物体の側面や下面には
はたらかない。

問4 光の全反射が起こるための条件について説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2020年 愛媛県公立入試 類似）

1. 光がガラスから空気のように、屈
折率の大きい物質から小さい物質へ
進もうとし、かつ入射角が非常に小
さいとき。

2. 光がガラスから空気のように、屈
折率の大きい物質から小さい物質へ
進もうとし、かつ入射角が一定以上
大きいとき。

3. 光が空気からガラスのように、屈
折率の小さい物質から大きい物質へ
進もうとし、かつ入射角が一定以上
大きいとき。

4. 光の種類に関わらず、二つの物質
の境界に対して光を真横から当てた
とき。

問5 ある地点で打ち上げられた花火の音が、観測者Aには光が見えてから5秒後に、観測者Bには光が見えてから7秒後に聞こえました。観測者Aが花
火の打ち上げ地点から1700m離れた場所にいたとき、観測者Bは打ち上げ地点から何m離れた場所にいたと考えられますか。 （2026年 山口県公立入試

類似）

1. 1190m 2. 2100m 3. 2550m 4. 2380m

問6 水の入った容器に直方体の物体を吊り下げて水中に沈めていくとき、物体の下面が水面から深くなるにつれて、物体全体が完全に水中に沈むま
での「ばねばかりの示す値」と「物体にはたらく浮力」の変化について正しく説明したものはどれですか。 （2026年 宮崎県公立入試 類似）

1. ばねばかりの示す値も浮力もとも
に一定である。

2. ばねばかりの示す値は増加し、浮
力は減少する。

3. ばねばかりの示す値は減少し、浮
力は増加する。

4. ばねばかりの示す値も浮力もとも
に増加する。

問7 半円形レンズを用いて、ガラスから空気中へ光が進むときの屈折角の変化を調べる実験を行います。レンズの平面側から光が空気中へ出るとき
、入射角を大きくしていくと屈折角はどのように変化しますか。 （2022年 三重県公立入試 類似）

1. 入射角が大きくなるにつれて屈折
角は小さくなり、入射角と屈折角の
差が広がっていく

2. 入射角が大きくなるにつれて屈折
角も大きくなり、常に屈折角の方が
入射角より大きい状態を保つ

3. 入射角が大きくなるにつれて屈折
角も大きくなるが、常に屈折角の方
が入射角より小さい状態を保つ

4. 屈折角は入射角の大きさに左右さ
れず、常に一定の角度で屈折する

問8 半円形レンズの曲面側から中心に向かって、光を垂直に当てた。光がレンズの平面側から空気中へ出るときの進み方について説明したものとし
て、最も適切なものはどれか。 （2022年 三重県公立入試 類似）

1. 境界の面で法線から遠ざかる向き
に屈折し、屈折角が入射角よりも大
きくなる

2. 境界の面で法線に近づく向きに屈
折し、屈折角が入射角よりも小さく
なる

3. 境界の面で法線から遠ざかる向き
に屈折し、屈折角が入射角よりも小
さくなる

4. 境界の面で屈折することなく、そ
のまま直進して空気中へ進む

問9 水平な台の上に置かれた水槽の水に木片が静かに浮いているとき、この木片にはたらく「重力」と、水から受ける「浮力」の関係について述べ
たものとして、最も適切なものはどれですか。 （2019年 大阪府公立入試 類似）

1. 重力と浮力はどちらも上向きには
たらいている

2. 浮力の大きさが重力の大きさより
も大きい

3. 重力の大きさが浮力の大きさより
も大きい

4. 重力の大きさと浮力の大きさが等
しい

問10 モノコードの弦をはじいて発生した音をマイクロホンで拾い、コンピュータの画面に波形を表示して観察する実験において、音の伝わり方の原
理として正しい説明はどれですか。 （2014年 千葉県公立入試 類似）

1. 弦の振動によって押し出された空
気の塊が、マイクの位置まで移動し
て届くことで音が伝わる。

2. 弦をはじいたときに発生する音の
波は、空気の分子が波の進む方向に
対して垂直に振動することで伝わる
。

3. 弦の振動は空気中では波として伝
わるが、モノコードの木片などの固
体の中を伝わることはない。

4. 弦の振動が周囲の空気を振動させ
、その振動が波となって伝わるが、
空気そのものは移動しない。

問11 光が鏡の表面で反射するとき、入射した光が鏡の面に垂直な線（法線）となす角度を「入射角」、反射した光が法線となす角度を「反射角」と
いいます。これら２つの角の間につねに成り立つ、反射の法則についての説明として正しいものを選択してください。 （2024年 長野県公立入試 類似）

1. 入射角と反射角の和は常に90度に
なる

2. 入射角は反射角よりも常に大きく
なる

3. 反射角は入射角よりも常に大きく
なる

4. 入射角と反射角は常に等しくなる

問12 質量300gの物体が糸につるされて静止しているとき、この物体にはたらく重力の性質について述べたものとして、最も適切なものはどれか。た
だし、100gの物体にはたらく重力の大きさを1N（ニュートン）とする。 （2023年 大分県公立入試 類似）

1. 大きさは300Nであり、向きは重
力がはたらく作用点から糸に沿った
向きである。

2. 大きさは300Nであり、向きは常
に鉛直下向きである。

3. 大きさは3Nであり、向きは常に鉛
直下向きである。

4. 大きさは3Nであり、向きは糸に沿
った斜め下向きである。

問13 水面に映る像について、実物の位置を点エックス、反射光の延長線上にある像の位置を点ワイとします。光の反射の法則に基づいたとき、点エ
ックスと点ワイの関係について述べたものとして正しいものを選びなさい。 （2022年 愛媛県公立入試 類似）

1. 点ワイは、点エックスから水面に
下ろした垂線上の、水面をはさんで
反対側の同じ距離にある

2. 点ワイは、点エックスから水面に
下ろした垂線上の、水面と同じ高さ
にある

3. 点ワイは、点エックスから水平方
向に移動した位置にあり、水面の下
には存在しない

4. 点ワイは、点エックスよりも常に
観察者寄りの、水面上に浮き上がっ
て見える
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答え合わせ・解説
問1 答え 4

周期
物体が1往復の振動をするのに要する時間は周期と呼ばれます。これに対し、1秒間に振動する
回数は振動数と呼ばれ、周期は1を振動数で割った逆数の値として求めることができます。

問2 答え 3
500ヘルツ

まず、波の山から山までの1周期にかかる時間を求めます。1目盛りが0.0004秒で、1周期が5
目盛り分であることから、周期は 0.0004 × 5 = 0.002秒となります。振動数は「1 ÷
周期（秒）」で算出できるため、 1 ÷ 0.002 = 500 となり、500ヘルツが導かれます。

問3 答え 1
大気圧は、その地点より上にある空気の重さ
によって生じるため、標高が高い場所ほど低
くなる。

大気圧は、観測地点よりも上に存在する空気の柱の重さによって決まります。標高が高くなれ
ば、その地点より上にある空気の量が少なくなるため、大気圧は低くなります。また、気体の
圧力はあらゆる向きに等しくはたらくという性質があります。

問4 答え 2
光がガラスから空気のように、屈折率の大き
い物質から小さい物質へ進もうとし、かつ入
射角が一定以上大きいとき。

全反射は、光が「進みにくい物質（屈折率大）」から「進みやすい物質（屈折率小）」へ向か
うときにのみ発生します。この向きで光が進むとき、屈折角は必ず入射角よりも大きくなるた
め、入射角を大きくしていくと屈折角が先に90度に達して全反射が起こります。逆に、空気か
らガラスへ進む場合は屈折角の方が入射角より小さくなるため、どのような角度で入射させて
も必ずガラス内部へ光が入り、全反射は起こりません。

問5 答え 4
2380m

まず、観測者Aのデータから音速を求めます。1700mを5秒で割ると秒速340mとなります。
次に、距離は音速に時間を掛けることで算出できるため、秒速340mに観測者Bの所要時間で
ある7秒を掛けると、340 × 7 ＝
2380となり、観測者Bまでの距離は2380mと導き出せます。

問6 答え 3
ばねばかりの示す値は減少し、浮力は増加す
る。

物体が水に沈むにつれて水につかる部分の体積が増加するため、物体にはたらく浮力が大きく
なります。その結果、重力から浮力を引いた値であるばねばかりの示す値は減少します。

問7 答え 2
入射角が大きくなるにつれて屈折角も大きく
なり、常に屈折角の方が入射角より大きい状
態を保つ

ガラスから空気へ光が進むとき、光は境界の面で法線から遠ざかるように屈折するため、屈折
角は入射角よりも大きくなります。この規則性は入射角を大きくしても変わらず、入射角を大
きくすればそれに伴って屈折角もさらに大きくなります。このまま入射角を大きくし続けると
、屈折角が90度を超える「全反射」という現象が起こります。

問8 答え 1
境界の面で法線から遠ざかる向きに屈折し、
屈折角が入射角よりも大きくなる

光がガラス（半円形レンズ）から空気中へ進むとき、光の進む速さが変化するため、境界の面
で屈折が起こる。この際、光は法線から遠ざかる向きに曲がるという性質がある。このため、
屈折角は常に入射角よりも大きな角度となる。なお、曲面側から中心に向かう光はレンズの面
に垂直に入射するため、曲面部分では屈折せず直進する点に注意が必要である。

問9 答え 4
重力の大きさと浮力の大きさが等しい

物体が液体に浮いて静止しているとき、その物体には重力と浮力の2つの力がはたらいていま
す。物体が上下方向に動かず静止しているということは、下向きの重力と上向きの浮力がつり
合っている状態であるため、これら2つの力の大きさは等しくなります。

問1
0

答え 4
弦の振動が周囲の空気を振動させ、その振動
が波となって伝わるが、空気そのものは移動
しない。

音源である弦が振動すると、それに接している空気が震え、その震えが次々と隣の空気へと伝
わっていきます。この現象を波と呼びますが、空気の分子そのものが音源からマイクまで移動
していくわけではなく、各場所の空気はその場で振動を繰り返しているだけです。また、音は
空気中を伝わる際、波の進む方向と同じ方向に振動する「縦波」として伝わります。

問1
1

答え 4
入射角と反射角は常に等しくなる

光が鏡などの表面で反射するとき、入射光と法線がなす入射角と、反射光と法線がなす反射角
は常に等しくなります。これを反射の法則と呼びます。この法則は反射面が平らであれば、光
がどのような角度で当たっても成立します。

問1
2

答え 3
大きさは3Nであり、向きは常に鉛直下向きで
ある。

物体にはたらく重力は、物体の質量に比例する性質があり、100gにつき1Nの力がはたらくた
め、300gの物体では3Nとなる。また、重力の向きは物体がどのような状態にあっても、常に
地球の中心に向かう「鉛直下向き」となる。糸の向きなどは関係しない。

問1
3

答え 1
点ワイは、点エックスから水面に下ろした垂
線上の、水面をはさんで反対側の同じ距離に
ある

物体から出た光が水面（鏡の面）で反射するとき、反射光をそのまま真っ直ぐ後ろへ延ばした
交点に像が形成されます。この像の位置は、反射面を基準として実物の位置と線対称の関係に
なるため、水面から実物までの距離と、水面から像までの距離は等しくなり、位置は水面に対
して垂直な直線上に並びます。


